
2013年度　社会学科　卒業論文題目

日本社会党の衰退要因に関する一考察　―1970年代前半を中心に―

現代日本における介護労働者の不可視化された職業意識　―インタビュー調査に基づいて―

経験の記録としてのハンセン病文学　―粟生楽泉園における沢田五郎の作品と実践―

在日台湾人のアイデンティティー　―横浜中華街でのインタビュー調査から―

韓国人ニューカマーのエスニック・ビジネスの現在　―新大久保地区を焦点に―

松下竜一における実践と記録　―豊前火力発電所建設反対闘争を中心に―

日本におけるインド人コミュニティの形成過程　―西葛西の集住地域を事例に―

フォークゲリラとは何か　―1969年「新宿西口」の意味―

南アフリカ・アパルトヘイトから見る、パレスチナ・バイナショナリズムの実現可能性

1933年の活動停止にいたるドイツ社会民主党の消極的性格について

真の地域活性化とは　―B級グルメ・街コンを通じて考える―

グリム童話がなぜ日本で広まったのか？　―ドイツの神話・童話と日本の教育―

ふたつの都市と公共劇場から見る文化政策

渋谷再開発とその発展　―人の流れから見るまちづくりの分析と手法―

「ソーシャルグッド」という可能性　―社会をつくるマイプロジェクト―

住宅業界の現状から未来を考える　―住みやすい家とは？―

少子化・高齢化の過程で起きた問題の解決と今後の抑制に対する地域での可能性

「親」と「子」の新たな関係構築を求めて　―「近代家族」を超えて―

地域における「つながり」の創生を求めて

日本の母子関係を中心とした子育てについて　―愛着理論の観点から―
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都市部の子育て支援の現場から　―現在の子育て支援を考える―

女性ファッション雑誌から考える女という生き方　―「女の羨望」に惑わされる女たち―

現代における若者の対人関係のあり方について

対他者表現からみるジェンダー　―「おネエ」人気を手掛かりに―

ロリコンは犯罪か　―日本のオタク文化と恋愛観から―

スポーツ文化におけるジェンダー意識の形成について

『WOMBS』から読み解く母性について　―従来の母性愛神話と異なる母性―

今日にフェミニズムは必要か　―新保守主義とフェミニズムが出会うとき―

「私」を語る＜性/愛/身体＞　―女のセクシュアリティをめぐって―

学生スポーツは勝つために体罰を必要とするか　―強豪校において、体罰が勝ちに繋がるか―

アートプロジェクトにおける人の関わりについて　―大地の芸術祭　越後妻有トリエンナーレを例に―

DV被害者支援の現在

デジタル時代におけるポピュラー音楽の価値変容からみる音楽ビジネスの現状

貧困の連鎖と教育支援　―奨学金制度は貧困の連鎖を断ち切ることができるのか―

企業とCSR　―CSR報告書比較分析―

都市空間におけるつながりの必要性　―住宅からみる家族と個人―

都市郊外のコミュニティについて　―コミュニティカフェの事例から考察する―

東日本大震災で問われた日本のメディア体制

ファッション業界とメディアの相互作用における現代女性への影響力　―雑誌メディアを中心に―

動画共有サイトとしてのニコニコ動画の社会的役割　―YouTubeと比較して―
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ディズニーリゾート帝国　―人々はなぜ夢の国に魅せられるのか―

初音ミクから見る現代に求められるアイドル像　―ユーザーによって完成されるアイドル―

韓流ドラマの力　―韓流ドラマがもたらすこれからの日本と韓国の関係―

メディアを通して考察する現代アイドルの流行とハロー！プロジェクト　―社会学としてのアイドル―

雑誌『JUNON』の存在意義と方向性

テレビコマーシャルは私たちに影響を与えているのか　―携帯会社3社で比較してみる―

ジャニーズ事務所の経営戦略の分析　―メディアとの関係を中心に―

携帯電話の普及が人々に与えた影響について

流行はなぜ起こるのか　―テレビCMとクチコミから考察する―

3・11におけるメディアの社会的役割　―インフォームド・コンセント型情報社会を目指すとは？―

少女・少年マンガから読み解く社会　―矢沢あい作品を中心に―

音楽ビジネスとインターネットの関連性　―音楽ビジネスが今後生き残るためには―

女性優遇社会とメディア

現代における死体への態度

身体におけるリスクと医療の過干渉について　―病人と医者と社会からの病に対するまなざし―

少女論　―なぜ人々は少女に魅了されるのか―

核開発における科学者と国家の相互作用　―放射性物質の魅力と恐怖―

非言語コミュニケーションの重要性

性教育のあり方について

無差別殺人者の心理
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現代監視社会における権力

生と死に対する医学および科学技術の介入　―脳死・臓器移植問題を通して生命倫理を問う―

“殺人の違法性と魅力”および“殺人者誕生のプロセス”

変わらない「日教組」、変わっていく「教育」

恥　―厄介で曖昧な概念との向き合い方―

少年犯罪と少年法の今後　―周囲環境の犯罪への影響力―

日本語の相互行為における代名詞の用法

会話における気遣いの行為

相互行為における、否定を表す表現の用法

共感による心理的効果とSNS内での行動変容

東日本大震災復興支援ボランティア活動に参加した学生の学び・変化

―Do for Smile@東日本プロジェクト明学・大槌吉里吉里復興支援プログラムに参加した学生を中心に―

感情労働に関わる各要因と職務満足感との関係　―接客アルバイトへのアンケート調査より―

所有する身体、規定される身体　―他者が及ぼす自己の身体像への影響―

「キャラクター化」する若者とその友人関係　―青年期の友人関係における自己呈示について―

消費行動におけるランキング情報の役割

御守りにおける心理の関連性と性差比較

ミュージアムとポピュラー文化　―横須賀美術館に見る美術館のあり方―

消費者意識から考えるファッションビジネスの考察　―ユナイテッドアローズを題材に―

現代のファッションとファッションショーの比較　―東京ガールズコレクションを題材に―
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アートプロジェクトがもたらす地域貢献　―江古田ユニバースを例に―

歴史的建造物の保存・活用と都市においてのその存在の重要性について　―横浜赤レンガ倉庫を例に―

現代における地域社会と神社の関係性について　―神奈川県横浜市緑区長津田を例に―

現代社会における祭礼文化の現状と課題　―京都祇園祭を例に―

消費者行動から考えるパッケージメディアの在り方

日本アニメ産業におけるメディアミックスと消費者との関わり　―テレビアニメとライトノベルの視点から―

読者モデル　―新時代のカリスマ起用―

余暇と娯楽の変化・現状　―複合商業施設を中心とした街のテーマパーク化について―

有機農業の提携ネットワーク　―生産者と消費者のコミュニティ―

都市と農村を結ぶ農業コミュニティ

屋上緑化の未来と新エネルギーの可能性

再生可能エネルギーの地産地消と脱原発　―バイオマスエネルギーの可能性―

食品照射の可能性　―「食」の未来にできること―

有機農業を通して考える　―農業の生産者にとって安心・安全な農業とは―

消費者ニーズと食の安全

バイオマスエネルギーの可能性　―今後の展開・原発事故を踏まえて―

いのちを社会学する　―交換と贈与の理論―

個人が社会の中で持続可能に生きるためのライフスタイル研究　―「便利で簡単」と「安心安全」の食事を例に―

有機農業の可能性　―生産者と消費者の相互理解に向けて―

日本とヨーロッパのエネルギー政策と諸問題　原発のもたらす経済効果と未来のエネルギー
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再生可能エネルギー開発の展望と地域活性化の可能性について

原子力関連施設と新エネルギーによる地域発展の比較

エネルギーリスク排除への個人力の可能性　―温暖化防止へ向けて太陽光発電の可能性と国の方向性―

未来を支えるエネルギーとは？　―太陽光発電の可能性―

今後の日本における有機農業の提携のあり方

農業と農産物が理解されるには　―有機農業と慣行農業を取り巻くマスメディアを利用して―

明治維新と戊戌の変法

アイルランドからの移民　―大飢饉時と現代の比較―

美容整形と徴兵制からみる韓国のジェンダー

韓国における家族のジェンダー観　―家父長制を超えて―

アメリカにおけるナショナリズムと宗教

ワーキングプア　―日本における低賃金労働者の実態把握を目指して―

日韓の労働についての比較

日本の居酒屋文化

日本と諸外国の生涯学習　―私立大学の存在危機を乗り越えるには―

女性のライフステージ　―雇用と結婚　選択可能な人生―

我が国の観光振興の未来　―英国ロンドンと首都東京―

テレビというメディアについて

日本の教育システム・今後の課題

フリーター・ニート増加の社会的背景
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若者の「働く」意識の変化

隠された貧困　―ホームレスからみる現代の貧困―

日本の「新卒一括採用」に関する考察　―過去・現在から未来へ―

教育機会格差　―日本・韓国・フィンランド―

女性にとっての仕事と結婚　―女性総合職は負け犬となるのか―

学校文化変容のダイナミクス　―高校改革期における公立上位進学校の学校戦略―

神山健治が描いた若者　―『東のエデン』から見る現代社会―

なぜ「いじめ」はなくならないのか　―『月刊生徒指導』から見る「いじめ」理論の構図―

学歴による格差問題の考察および学歴の効用の検証・再検討　―就職活動からみる生きられた学歴社会―

地域に教育力があるとは　―はまっ子ふれあいスクールからみる地域教育力―

フィリピン海外出稼ぎの母国家族問題　―在日フィリピン人を事例として―

戦時中における軍慰安所制度が及ぼした問題と1990年代から過熱する慰安婦問題についての論証・考察　

―慰安婦問題にどう向き合うべきか―

スポーツ指導における体罰問題

戦争と性　―未だに残る「慰安婦」問題―

15年戦争と野球

若者の海外旅行離れに関する一考察

家族から見る昭和の良さ　―戦後昭和期における家族の実態と生活の変化―

戦争の記憶

学生運動の意味変化とその後の人生への影響
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メガ・イベントが国家に及ぼす影響について　―オリンピックにみる政治的役割と国民意識の変化―

日本国憲法第9条改正議論　―時代背景から見る憲法改正議論と自衛隊に関する議論―

学校といじめ　―空気を読む人々―

学生運動の時代を生きた全共闘世代　―日大闘争における特殊性とは何か―


